
平成20年度事務事業評価表 担当 内線等

①総合計画、市長マニフェストでの位置付け (該当しない事業については記入不要です。)

施策名

②事務事業の内容

③成果指標

④事業の概要

損害保険事務
費

1,138千円 1,140千円 1,182千円

受取保険額 150千円 647千円 19千円

支払保険料 8,155千円 8,259千円 7,306千円

保険限度額 48,274百万円 49,144百万円 49,583百万円

項　　目 平成19年度実績 平成20年度実績 平成21年度計画

成果指標② 1.84% 7.83% 0.26%

成果指標① 193円 191円 171円

指標の推移 平成19年度決算（実績） 平成20年度決算（実績） 平成21年度予算（計画）

成果指標名 損害保険（共済）業務経費（100万）当り 保険金受取率

成果指標の
説明

保険額100万円当たりの費用
{(保険料＋経費)／保険限度額(100万円)}

受取保険額／支払保険料

成果、目標 経費の節減につながり、市財政の健全化に資する。

① ②

対象(受益者) 市が所有、管理する公有財産（建物、道路）について

手　　段 損害保険（共済）事務を一括で処理することについて

市長マニフェスト 真の自立できる蒲郡を目指す事業

市長マニフェストの執行状況 ５点　概ね達成できた

基本目標 ６．市民とともに歩むまちづくり 財政

基本目標、施策に対する貢献度 ３点　施策の達成に非常に効果があった

総務部　財務課 1436

事務事業名 損害保険事務事業
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⑤事業にかかる人工 （単位：人）

人工計 0.42人
次長
課長級

0.12人 補佐級 0.00人 係長級 0.00人 一般職 0.30人 非常勤 0.00人 再任用 0.00人

⑥事業費 ※決算書、予算書に記載のある事業は決算書等の事業費を記載してください。（単位：千円）

事業費

人件費

合計

特定財源

一般財源

⑦事業の仕分け

説明

⑧総合評価

⑨改善点、問題点等

過去の改善点 １８年度に道路保険、市民総合賠償補償保険の内容が改善されている（通院補償）

現在の課題、
問題点

市民総合賠償補償保険の内容で例えば社会文化活動（体育。福祉）等、団体あるいは市
の管理下で行われるものとあるが、諸事定義が複雑又解りにくい場合があるので、細か
く行き渡るような内容を検討したい。

Ａ 現行どおり市が実施 一括で事務事業を進めるに当り、経費節減に貢献

総合評価

財源
内訳

Ｂ 事業の進め方に改善の余地がある

今後の改善計
画

補償保険に関するてん補責任で学校災害賠償補償保険では、現在加入してないため今後
補償できるように検討したい。

人件費
を含む
事業費

10,539

1,140

2,910

10,539

0
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